
(57)【要約】

【課題】　皮下脂肪の計測・定量化を医療機関などの特

定の施設ではなく、在宅などにおいても可能とする小型

軽量で扱いやすく、かつ低価格な装置を、パーソナルコ

ンピュータを利用した使用形態により提供する。

【解決手段】　本発明は、小型軽量な超音波プローブと

、そのプローブに収められた超音波振動素子にマルチプ

レクサを介して接続された超音波振動素子駆動・検出回

路と、検出回路から得られた超音波の反射信号によるエ

コー画像をデジタル遅延により視覚的に精細にするフォ

ーカス調節回路と、画像情報をパーソナルコンピュータ

に転送、およびパソコンから制御回路に制御信号を伝達

するデータ通信回路と、超音波振動素子駆動・検出回路

、フォーカス調節回路、データ通信回路を制御する制御

回路と、パーソナルコンピュータ上に装置のインタフェ

ースを構築する計測ソフトウェアで構成される。このう

ち駆動・検出回路からデータ通信回路までが計測装置本

体に収められる。

【選択図】　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 超 音 波 プ ロ ー ブ と 、
　 該 プ ロ ー ブ に 収 め ら れ た 複 数 の 超 音 波 振 動 素 子 に 接 続 さ れ た コ モ ン 線 を 一 端 か ら 一 度 の
送 受 信 の ビ ー ム フ ォ ー ミ ン グ で 用 い る 振 動 子 の 数 ご と に 短 絡 し 、 こ の 短 絡 さ れ た 複 数 の 振
動 子 か ら な る 組 に つ い て 、 プ ロ ー ブ の 端 か ら 奇 数 番 目 の 組 、 或 い は 偶 数 番 目 の 組 ご と に 各
組 内 に お い て 同 一 位 置 に 位 置 す る 振 動 子 に 接 続 さ れ た 信 号 線 同 士 を 短 絡 す る よ う に 構 成 し
た 回 路 に お い て 、 使 用 す る コ モ ン 線 を 切 替 え る マ ル チ プ レ ク サ と 、
　 該 マ ル チ プ レ ク サ に 接 続 さ れ 、 こ の マ ル チ プ レ ク サ に よ り 使 用 す る コ モ ン 線 の 接 続 切 替
、 お よ び 使 用 す る 信 号 線 の 組 み 合 わ せ に よ っ て 複 数 の 振 動 子 に よ る 送 受 信 の ビ ー ム フ ォ ー
ミ ン グ を 行 な う と と も に 、 そ の 振 動 子 の 組 を １ 振 動 子 づ つ ず ら し な が ら 走 査 を 行 な う 超 音
波 振 動 素 子 駆 動 ・ 検 出 回 路 と 、
　 該 検 出 回 路 か ら 得 ら れ た 超 音 波 の 反 射 信 号 か ら 得 ら れ る エ コ ー 画 像 を 取 得 す る 手 段 と
か ら 構 成 さ れ る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ は 、 機 械 装 置 へ 安 定 し て 取 り 付 け や す い よ う な 角 型 の 形 状 も し く は
ア タ ッ チ メ ン ト を 有 し 、 ま た 、 プ ロ ー ブ 接 触 面 横 幅 の 全 範 囲 で 画 像 撮 影 を 可 能 に し て 、 複
数 の プ ロ ー ブ を 横 に 連 結 す る こ と に よ り 、 広 い 範 囲 の 画 像 を 計 測 す る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 1に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 さ ら に 、 前 記 エ コ ー 画 像 を デ ジ タ ル 遅 延 に よ り 視 覚 的 に 精 細 に す る フ ォ ー カ ス 調 節 回 路
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 さ ら に 、 前 記 エ コ ー 画 像 情 報 を パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ に 転 送 、 お よ び パ ソ コ ン か ら 制
御 回 路 に 制 御 信 号 を 伝 達 す る デ ー タ 通 信 回 路 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の
超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 さ ら に 、 前 記 超 音 波 振 動 素 子 駆 動 ・ 検 出 回 路 、 フ ォ ー カ ス 調 節 回 路 、 デ ー タ 通 信 回 路 を
制 御 す る 制 御 回 路 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 フ ォ ー カ ス 調 節 回 路 は 、 多 数 の 超 音 波 振 動 素 子 か ら 検 出 し た 超 音 波 の 反 射 信 号 を 高
速 ADコ ン バ ー タ で デ ジ タ ル 信 号 に 変 換 し 、 そ れ ぞ れ の 信 号 の タ イ ミ ン グ を デ ジ タ ル 遅 延 に
よ っ て 適 切 に シ フ ト す る こ と で 、 エ コ ー 画 像 に お け る 注 視 位 置 を 連 続 的 に 変 化 さ せ な が ら
、 そ の 各 位 置 で の フ ォ ー カ ス を 精 細 に す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 1に 記 載 の 超 音 波 診 断
装 置 。 超 音 波 信 号 を 利 用 し た 皮 下 脂 肪 計 測 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 デ ー タ 通 信 回 路 は 、 画 像 デ ー タ を デ ジ タ ル 信 号 の 時 系 列 と し て パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ
ー タ に 劣 化 さ せ る こ と な く 転 送 し 、 そ の 際 に そ の サ イ ズ 、 解 像 度 、 転 送 速 度 を フ レ キ シ ブ
ル に 設 定 し 、 ま た パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ か ら 制 御 回 路 の パ ラ メ ー タ に 係 る 指 令 を 受 信 し
、 装 置 の 動 作 状 況 を 自 由 に 設 定 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 1に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 制 御 回 路 は 、 通 信 回 路 を 介 し て 装 置 制 御 に 関 す る パ ラ メ ー タ を 受 け 取 り 、 そ の パ ラ
メ ー タ に 準 じ て 超 音 波 振 動 素 子 駆 動 ・ 検 出 回 路 、 フ ォ ー カ ス 調 節 回 路 、 デ ー タ 通 信 回 路 を
制 御 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 1に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ 上 に 装 置 の イ ン タ フ ェ ー ス を 構 築 す る 計 測 手 段 を 備 え 、 該
計 測 手 段 は 、 操 作 者 と の イ ン タ フ ェ ー ス を 果 た し 、 装 置 本 体 に 操 作 パ ネ ル が な く て も 、 装
置 の パ ラ メ ー タ を 調 節 可 能 と し 、 ま た 、 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ の ハ ー ド デ ィ ス ク を 利 用
し た デ ー タ や パ ラ メ ー タ の 記 録 ・ 閲 覧 の 利 便 性 を 高 め 、 ま た 画 像 デ ー タ の フ ィ ル タ リ ン グ
、 ヒ ス ト グ ラ ム 調 節 、 自 動 定 量 化 の 画 像 処 理 機 能 を 随 時 追 加 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る
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請 求 項 1に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ と 接 続 し て 使 用 し 、 使 用 者 と の イ ン タ フ ェ ー ス や 画 像 デ ー タ の
表 示 機 能 を 装 置 本 体 か ら 分 離 す る た め に 、 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ 上 に 装 置 の イ ン タ フ ェ
ー ス を 構 築 す る 皮 下 脂 肪 計 測 装 置 で あ っ て 、
　 超 音 波 プ ロ ー ブ と 、
　 該 プ ロ ー ブ に 収 め ら れ た 複 数 の 超 音 波 振 動 素 子 に 接 続 さ れ た コ モ ン 線 を 一 端 か ら 一 度 の
送 受 信 の ビ ー ム フ ォ ー ミ ン グ で 用 い る 振 動 子 の 数 ご と に 短 絡 し 、 こ の 短 絡 さ れ た 複 数 の 振
動 子 か ら な る 組 に つ い て 、 プ ロ ー ブ の 端 か ら 奇 数 番 目 の 組 、 或 い は 偶 数 番 目 の 組 ご と に 各
組 内 に お い て 同 一 位 置 に 位 置 す る 振 動 子 に 接 続 さ れ た 信 号 線 同 士 を 短 絡 す る よ う に 構 成 し
た 回 路 に お い て 、 使 用 す る コ モ ン 線 を 切 替 え る マ ル チ プ レ ク サ と 、
　 該 マ ル チ プ レ ク サ に 接 続 さ れ 、 こ の マ ル チ プ レ ク サ に よ り 使 用 す る コ モ ン 線 の 接 続 切 替
、 お よ び 使 用 す る 信 号 線 の 組 み 合 わ せ に よ っ て 複 数 の 振 動 子 に よ る 送 受 信 の ビ ー ム フ ォ ー
ミ ン グ を 行 な う と と も に 、 そ の 振 動 子 の 組 を １ 振 動 子 づ つ ず ら し な が ら 走 査 を 行 な う 超 音
波 振 動 素 子 駆 動 ・ 検 出 回 路 と 、
　 該 検 出 回 路 か ら 得 ら れ た 超 音 波 の 反 射 信 号 か ら 得 ら れ る エ コ ー 画 像 を デ ジ タ ル 遅 延 に よ
り 視 覚 的 に 精 細 に す る フ ォ ー カ ス 調 節 回 路 と 、
　 エ コ ー 画 像 情 報 を パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ に 転 送 、 お よ び パ ソ コ ン か ら 制 御 回 路 に 制 御
信 号 を 伝 達 す る デ ー タ 通 信 回 路 と 、
　 前 記 超 音 波 振 動 素 子 駆 動 ・ 検 出 回 路 、 フ ォ ー カ ス 調 節 回 路 、 デ ー タ 通 信 回 路 を 制 御 す る
制 御 回 路 と 、
か ら 構 成 さ れ る 超 音 波 信 号 を 利 用 し た 皮 下 脂 肪 計 測 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ は 、 機 械 装 置 へ 安 定 し て 取 り 付 け や す い よ う な 角 型 の 形 状 も し く は
ア タ ッ チ メ ン ト を 有 し 、 ま た 、 プ ロ ー ブ 接 触 面 横 幅 の 全 範 囲 で 画 像 撮 影 を 可 能 に し て 、 複
数 の プ ロ ー ブ を 横 に 連 結 す る こ と に よ り 、 広 い 範 囲 の 画 像 を 計 測 す る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ ０ に 記 載 の 超 音 波 信 号 を 利 用 し た 皮 下 脂 肪 計 測 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 フ ォ ー カ ス 調 節 回 路 は 、 多 数 の 超 音 波 振 動 素 子 か ら 検 出 し た 超 音 波 の 反 射 信 号 を 高
速 ADコ ン バ ー タ で デ ジ タ ル 信 号 に 変 換 し 、 そ れ ぞ れ の 信 号 の タ イ ミ ン グ を デ ジ タ ル 遅 延 に
よ っ て 適 切 に シ フ ト す る こ と で 、 エ コ ー 画 像 に お け る 注 視 位 置 を 連 続 的 に 変 化 さ せ な が ら
、 そ の 各 位 置 で の フ ォ ー カ ス を 精 細 に す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 超 音 波 信
号 を 利 用 し た 皮 下 脂 肪 計 測 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 デ ー タ 通 信 回 路 は 、 画 像 デ ー タ を デ ジ タ ル 信 号 の 時 系 列 と し て パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ
ー タ に 劣 化 さ せ る こ と な く 転 送 し 、 そ の 際 に そ の サ イ ズ 、 解 像 度 、 転 送 速 度 を フ レ キ シ ブ
ル に 設 定 し 、 ま た パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ か ら 制 御 回 路 の パ ラ メ ー タ に 係 る 指 令 を 受 信 し
、 装 置 の 動 作 状 況 を 自 由 に 設 定 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 超 音 波 信 号 を 利
用 し た 皮 下 脂 肪 計 測 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 制 御 回 路 は 、 通 信 回 路 を 介 し て 装 置 制 御 に 関 す る パ ラ メ ー タ を 受 け 取 り 、 そ の パ ラ
メ ー タ に 準 じ て 超 音 波 振 動 素 子 駆 動 ・ 検 出 回 路 、 フ ォ ー カ ス 調 節 回 路 、 デ ー タ 通 信 回 路 を
制 御 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 超 音 波 信 号 を 利 用 し た 皮 下 脂 肪 計 測 装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ 上 に 装 置 の イ ン タ フ ェ ー ス を 構 築 す る 計 測 手 段 を 備 え 、 該
計 測 手 段 は 、 操 作 者 と の イ ン タ フ ェ ー ス を 果 た し 、 装 置 本 体 に 操 作 パ ネ ル が な く て も 、 装
置 の パ ラ メ ー タ を 調 節 可 能 と し 、 ま た 、 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ の ハ ー ド デ ィ ス ク を 利 用
し た デ ー タ や パ ラ メ ー タ の 記 録 ・ 閲 覧 の 利 便 性 を 高 め 、 ま た 画 像 デ ー タ の フ ィ ル タ リ ン グ
、 ヒ ス ト グ ラ ム 調 節 、 自 動 定 量 化 の 画 像 処 理 機 能 を 随 時 追 加 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ ０ に 記 載 の 超 音 波 信 号 を 利 用 し た 皮 下 脂 肪 計 測 装 置 。
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【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ に 接 続 し て 使 用 す る こ と で 表 示 用 の デ ィ ス プ レ イ や
イ ン タ フ ェ ー ス と な る 操 作 パ ネ ル を 装 置 本 体 に 実 装 す る こ と な く 、 ま た 、 超 音 波 振 動 素 子
が 駆 動 ・ 検 出 回 路 と マ ル チ プ レ ク サ を 介 し て 接 続 さ れ る こ と に よ り 、 回 路 全 体 、 お よ び プ
ロ ー ブ の 小 型 軽 量 化 ・ 低 価 格 化 を 実 現 し 、 さ ら に 、 デ ジ タ ル 遅 延 回 路 を 用 い る こ と に よ り
計 測 部 位 全 体 に 対 し て フ ォ ー カ ス が 定 ま っ た 精 細 な 画 像 を 得 る こ と が で き る 技 術 に よ り 、
皮 下 脂 肪 の 計 測 ・ 定 量 化 を 簡 便 に 高 精 度 に 可 能 と す る 超 音 波 を 利 用 し た 脂 肪 計 測 装 置 に 関
す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 体 組 織 に お け る 脂 肪 、 筋 、 骨 な ど を 可 視 化 し 、 使 用 者 に 提 示 す る こ と が で き れ ば 、 生 活
習 慣 病 な ど の 予 防 の た め の 健 康 管 理 、 ス ポ ー ツ 選 手 の 運 動 管 理 、 あ る い は 美 容 な ど の 観 点
か ら 非 常 に 意 義 深 い 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ れ に 対 し て 、 脂 肪 を 計 測 す る こ と を 目 的 と し 、 医 療 用 の 超 音 波 画 像 診 断 装 置 の 原 理 を
応 用 し 、 脂 肪 量 を 計 測 す る 装 置 が 考 案 さ れ （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ ） 、 ま た 、 市 販 さ れ た 装
置 も あ る が 、 こ れ ら 装 置 は 、 プ ロ ー ブ 、 計 測 回 路 、 表 示 回 路 、 イ ン タ フ ェ ー ス な ど を 全 て
一 台 の 装 置 で 実 施 す る た め 、 極 端 な 小 型 化 や 、 低 コ ス ト で 製 造 す る こ と が 難 し か っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 従 来 の 脂 肪 計 に お け る 外 部 装 置 と の イ ン タ フ ェ ー ス は 、 ビ デ オ 信 号 の 出 力 、 プ リ ン タ 出
力 、 通 信 ケ ー ブ ル に よ る 静 止 画 像 の 転 送 ぐ ら い し か な く 、 ま た 外 部 か ら の 指 令 や パ ラ メ ー
タ 入 力 を 受 け 付 け る こ と も で き な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ２ ３ ５ ８ ４ ８ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 の 問 題 に 鑑 み な さ れ た も の で あ っ て 、 そ の 目 的 は 皮 下 脂 肪 の 計 測 ・ 定 量
化 を 医 療 機 関 な ど の 特 定 の 施 設 で は な く 、 在 宅 な ど に お い て も 可 能 と す る 小 型 軽 量 で 扱 い
や す く 、 か つ 低 価 格 な 装 置 を 、 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ を 利 用 し た 使 用 形 態 に よ り 提 供 す
る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 現 在 市 販 さ れ て い る パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ の 接 続 が 可 能 で あ る よ う に 、 汎
用 的 で か つ 画 像 デ ー タ の 高 速 転 送 に 十 分 な イ ン タ フ ェ ー ス （ USBな ど ） を 使 用 し 、 ま た 、
小 型 軽 量 化 し た 回 路 の 有 効 性 を 生 か す た め に 筐 体 や ケ ー ブ ル な ど も 軽 量 化 し 、 さ ら に 、 使
用 者 と の イ ン タ フ ェ ー ス と し て パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ を 利 用 で き る メ リ ッ ト を 生 か す た
め に 、 コ ン ピ ュ ー タ の ハ ー ド デ ィ ス ク へ の デ ー タ の 記 録 し た り 、 イ ン タ フ ェ ー ス 画 面 を 銀
行 の ATM装 置 の よ う に 対 話 的 に し て 操 作 性 を 向 上 し た り す る こ と な ど を 実 現 す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 に よ れ ば 、 小 型 軽 量 な 超 音 波 プ ロ ー ブ と 、 そ の プ ロ
ー ブ に 収 め ら れ た 超 音 波 振 動 素 子 に マ ル チ プ レ ク サ を 介 し て 接 続 さ れ た 超 音 波 振 動 素 子 駆
動 ・ 検 出 回 路 と 、 検 出 回 路 か ら 得 ら れ た 超 音 波 の 反 射 信 号 に よ る エ コ ー 画 像 を デ ジ タ ル 遅
延 に よ り 視 覚 的 に 精 細 に す る フ ォ ー カ ス 調 節 回 路 と 、 画 像 情 報 を パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ
に 転 送 、 お よ び パ ソ コ ン か ら 制 御 回 路 に 制 御 信 号 を 伝 達 す る デ ー タ 通 信 回 路 と 、 超 音 波 振
動 素 子 駆 動 ・ 検 出 回 路 、 フ ォ ー カ ス 調 節 回 路 、 デ ー タ 通 信 回 路 を 制 御 す る 制 御 回 路 と 、 パ
ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ 上 に 装 置 の イ ン タ フ ェ ー ス を 構 築 す る 計 測 ソ フ ト ウ ェ ア か ら 構 成 さ
れ る 超 音 波 信 号 を 利 用 し た 皮 下 脂 肪 計 測 装 置 が 提 供 さ れ る 。

10

20

30

40

50

(4) JP 2005-152605 A 2005.6.16



【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 超 音 波 信 号 を 利 用 し た 皮 下 脂 肪 計 測 装 置 で は 、 (1)パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ と
接 続 し て 使 用 し 、 使 用 者 と の イ ン タ フ ェ ー ス や 画 像 デ ー タ の 表 示 機 能 な ど を 装 置 本 体 か ら
分 離 す る こ と 、 (2)超 音 波 振 動 素 子 と 駆 動 ・ 検 出 回 路 を マ ル チ プ レ ク サ を 介 し て 接 続 す る
こ と 、 (3)フ ォ ー カ シ ン グ に デ ジ タ ル 遅 延 方 式 を 用 い る こ と で 複 数 の フ ォ ー カ ス ポ イ ン ト
を 簡 単 な 遅 延 回 路 に よ り 実 現 す る こ と な ど に よ り 、 小 型 、 軽 量 化 、 低 価 格 化 が 実 現 で き る
と と も に 、 高 精 細 な 画 像 デ ー タ の 計 測 が 可 能 と な っ た 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 面 を 参 照 し て 詳 細 に 説 明 す る 。 図 １ は 、 本 発 明 に よ る 装
置 の イ メ ー ジ 図 で あ る 。 本 発 明 の 装 置 は 、 こ の 図 に 示 す よ う に パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ に
接 続 し た 形 態 で 使 用 し 、 従 来 の 医 療 用 診 断 装 置 に 比 べ て 非 常 に 軽 量 ・ コ ン パ ク ト な 外 観 を
有 す る 。 図 ２ が シ ス テ ム の 概 略 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 こ の 図 に 示 さ れ る よ う に 、 本 シ
ス テ ム は 、 小 型 軽 量 な 超 音 波 プ ロ ー ブ と 、 そ の プ ロ ー ブ に 収 め ら れ た 超 音 波 振 動 素 子 に マ
ル チ プ レ ク サ を 介 し て 接 続 さ れ た 超 音 波 振 動 素 子 駆 動 ・ 検 出 回 路 と 、 検 出 回 路 か ら 得 ら れ
た 超 音 波 の 反 射 信 号 に よ る エ コ ー 画 像 を デ ジ タ ル 遅 延 に よ り 視 覚 的 に 精 細 に す る フ ォ ー カ
ス 調 節 回 路 と 、 画 像 情 報 を パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ に 転 送 、 お よ び パ ソ コ ン か ら 制 御 回 路
に 制 御 信 号 を 伝 達 す る デ ー タ 通 信 回 路 と 、 超 音 波 振 動 素 子 駆 動 ・ 検 出 回 路 、 フ ォ ー カ ス 調
節 回 路 、 デ ー タ 通 信 回 路 を 制 御 す る 制 御 回 路 と 、 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ 上 に 装 置 の イ ン
タ フ ェ ー ス を 構 築 す る 計 測 ソ フ ト ウ ェ ア で 構 成 さ れ る 。 こ の う ち 駆 動 ・ 検 出 回 路 か ら デ ー
タ 通 信 回 路 ま で が 計 測 装 置 本 体 に 収 め ら れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 装 置 は 、 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ に 接 続 し て 使 用 で き る た め 、 画 像 表 示 用 の ビ
デ オ 回 路 、 操 作 用 イ ン タ フ ェ ー ス （ キ ー ボ ー ド ス イ ッ チ ・ Ｌ Ｅ Ｄ な ど ） を 省 く こ と が 可 能
で あ り 小 型 化 ・ 低 価 格 化 が 実 現 で き 、 か つ 画 像 デ ー タ が デ ジ タ ル 情 報 と し て 転 送 さ れ る た
め 、 従 来 装 置 に お け る ビ デ オ キ ャ プ チ ャ 方 式 で 記 録 し た 画 像 よ り 鮮 明 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 装 置 は パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ が 備 え る 様 々 な 拡 張 性 を 利 用 す る こ と が
で き る 。 例 え ば 、 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ に 接 続 さ れ た 他 の 診 断 装 置 （ イ ン ピ ー ダ ン ス 式
脂 肪 計 、 力 セ ン サ 、 筋 電 計 な ど ） か ら の 情 報 を 計 測 し 、 本 装 置 か ら 得 ら れ る 結 果 と 合 わ せ
て 総 合 的 な 診 断 な ど を 行 う こ と が で き 、 ま た 、 イ ン タ ー ネ ッ ト な ど を 利 用 し て 、 計 測 し た
デ ー タ を 遠 隔 地 に あ る 診 療 所 で 評 価 し た り 、 管 理 し た り す る こ と が 可 能 で あ る 。  
【 ０ ０ １ ３ 】
　 以 下 に 各 部 の 詳 細 に つ い て 説 明 す る 。
〔 プ ロ ー ブ 〕
　 従 来 の 脂 肪 計 は 、 プ ロ ー ブ を 手 に 持 っ て 使 用 す る こ と を 前 提 と し て い る た め 、 そ の 形 状
は 丸 み を 帯 び た も の が 多 く 、 ま た 、 プ ロ ー ブ の 筐 体 の 横 幅 に 対 し て 実 際 に 画 像 を 計 測 で き
る 範 囲 の 幅 が 半 分 く ら い し か な い た め 、 複 数 の プ ロ ー ブ を 連 結 さ せ て 広 範 囲 を 計 測 す る こ
と や 、 他 の 機 械 装 置 （ ロ ボ ッ ト ア ー ム 、 ス ラ イ ダ な ど ） に 接 続 し て 使 用 す る こ と は で き な
か っ た 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ れ に 対 し て 、 本 発 明 の 超 音 波 プ ロ ー ブ は 、 機 械 装 置 （ ロ ボ ッ ト ア ー ム 、 移 動 ス ラ イ ダ
な ど ） へ 安 定 し て 取 り 付 け や す い よ う な 角 型 の 形 状 も し く は ア タ ッ チ メ ン ト を 有 す る 小 型
軽 量 に 構 成 す る 。 ま た 、 プ ロ ー ブ 接 触 面 横 幅 の 全 範 囲 で 画 像 撮 影 を 可 能 に し て 、 複 数 の プ
ロ ー ブ を 横 に 連 結 す る こ と に よ り 、 広 い 範 囲 の 画 像 を 計 測 可 能 に す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ の よ う に 、 プ ロ ー ブ は 、 小 型 化 を 施 す と と も に 画 像 の 有 効 撮 影 範 囲 を プ ロ ー ブ の ほ ぼ
横 幅 一 杯 と す る こ と に よ っ て 、 図 ３ の ご と く 複 数 の プ ロ ー ブ を 並 べ て 広 い 範 囲 の 画 像 を 測
定 す る こ と を 可 能 と し た 。
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【 ０ ０ １ ６ 】
　 例 え ば 、 図 ３ （ a） の 場 合 は 、 プ ロ ー ブ の 横 幅 に 対 し て 、 画 像 計 測 が 有 効 な 範 囲 が 狭 い
た め 、 複 数 の プ ロ ー ブ を 連 結 し て 画 像 合 成 を 試 み て も 、 欠 落 し た 部 分 の 割 合 が 多 い 画 像 し
か 得 ら れ な い が 、 （ b） の よ う に 撮 影 に 有 効 な 範 囲 を 広 げ る こ と で 欠 落 部 分 の 割 合 を 軽 減
す る こ と が で き る 。 さ ら に （ c） の よ う に プ ロ ー ブ を 曲 線 的 に 配 置 す れ ば 、 そ の 内 側 の 領
域 を 比 較 的 欠 落 の な い 状 態 で 合 成 で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
〔 超 音 波 振 動 駆 動 ・ 検 出 回 路 〕
　 従 来 装 置 に お け る プ ロ ー ブ で は 、 そ の 中 に あ る 多 数 の 超 音 波 振 動 素 子 が 、 そ の 駆 動 ・ 検
出 回 路 と １ 対 １ に 接 続 さ れ て い る た め 、 素 子 の 数 だ け 非 常 に 多 く の 回 路 が 必 要 で あ り 、 ま
た 、 そ れ ら を 接 続 す る の に 、 太 く 、 重 た い ケ ー ブ ル が 必 要 で あ っ た 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 例 え ば 、 既 存 の プ ロ ー ブ は 標 準 的 な も の で 64ヶ の 超 音 波 振 動 子 が 並 ん で お り 、 そ れ ら 個
別 の 信 号 線 、 お よ び 64ヶ を 1つ に ま と め た コ モ ン 線 が 綱 が っ て い る 。 そ の た め 既 存 の プ ロ
ー ブ は 最 低 で も 65本 の ケ ー ブ ル が 必 要 で あ っ た 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 多 数 の 超 音 波 振 動 素 子 を 、 そ れ よ り も 少 な い 駆 動 ・ 検 出 回 路 と 接 続 し 使 用 す る 技 術 に マ
ル チ プ レ ク サ を 使 用 し た 回 路 構 成 が 挙 げ ら れ る 。 こ の マ ル チ プ レ ク サ を 使 用 す る こ と に よ
り 、 駆 動 ・ 検 出 回 路 を 削 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 し か し な が ら こ の 際 、 「 駆 動 ・ 検 出 回 路 の 数 」 と 「 マ ル チ プ レ ク サ が 切 替 え る 信 号 線 の
チ ャ ン ネ ル 数 」 と は ト レ ー ド オ フ の 関 係 に あ り 、 駆 動 ・ 検 出 回 路 の 数 の 削 減 に は 、 マ ル チ
プ レ ク サ で 切 替 え る 信 号 線 の チ ャ ン ネ ル 数 の 増 加 が と も な う 。 す な わ ち 切 替 え を 行 な う 回
路 数 は 増 加 す る こ と に な る 。 ま た 、 こ の マ ル チ プ レ ク サ の 回 路 が 、 プ ロ ー ブ 内 部 で は な く
駆 動 ・ 検 出 回 路 の 近 く に 位 置 す る 場 合 、 マ ル チ プ レ ク サ を 使 用 し て も プ ロ ー ブ 内 の 振 動 子
と 駆 動 ・ 検 出 回 路 を 結 ぶ ケ ー ブ ル 線 の チ ャ ン ネ ル 数 ， お よ び そ こ に 繋 が っ た コ ネ ク タ の ピ
ン 数 に は 何 の 変 化 も な い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 マ ル チ プ レ ク サ を 使 っ て 複 数 の 振 動 子 を 切 替 え な が ら 使 用 す る 際 、 そ の 切 替 を シ
ン プ ル ， 速 や か ， 安 定 に 行 な う こ と が 、 ノ イ ズ な ど の な い 鮮 明 な 動 画 像 を 高 速 撮 影 す る 上
で 望 ま し い が 、 一 般 的 に マ ル チ プ レ ク サ で 複 数 の 振 動 子 の 駆 動 ・ 検 出 ， お よ び ビ ー ム フ ォ
ー ミ ン グ を 制 御 す る 際 に は 、 １ ． 使 用 す る 振 動 子 に 応 じ て マ ル チ プ レ ク サ を 切 替 え る 。 ２
． 駆 動 ・ 検 出 回 路 を 制 御 す る 、 と い う ２ つ の ス テ ッ プ を そ の 度 毎 に 経 る 必 要 が あ り 、 こ の
２ ス テ ッ プ が 鮮 明 な 動 画 像 を 高 速 撮 影 す る 上 で は 問 題 と な る 。 も ち ろ ん 処 理 の 手 間 も か か
る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ４ は 、 駆 動 ・ 検 出 回 路 の 数 ， マ ル チ プ レ ク サ で 切 替 え る 信 号 線 の チ ャ ン ネ ル 数 ， ケ ー
ブ ル 線 の チ ャ ン ネ ル 数 お よ び コ ネ ク タ の ピ ン 数 を 同 時 に 削 減 す る マ ル チ プ レ ク サ の 構 成 を
示 す も の で あ る 。 そ の 切 替 方 法 は 、 シ ン プ ル ， 速 や か ， 安 定 で あ り 、 鮮 明 な 動 画 像 を 高 速
撮 影 す る の に 適 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ４ の マ ル チ プ レ ク サ で は 、 プ ロ ー ブ に 収 め ら れ た 複 数 の 超 音 波 振 動 素 子 に 接 続 さ れ た
コ モ ン 線 が 、 一 端 か ら 一 度 の 送 受 信 の ビ ー ム フ ォ ー ミ ン グ で 用 い る 振 動 子 の 数 ご と に 短 絡
さ れ て お り 、 こ の 短 絡 さ れ た 複 数 の 振 動 子 か ら な る 組 に つ い て 、 プ ロ ー ブ の 端 か ら 奇 数 番
目 の 組 、 或 い は 偶 数 番 目 の 組 ご と に 各 組 内 に お い て 同 一 位 置 に 位 置 す る 振 動 子 に 接 続 さ れ
た 信 号 線 同 士 も 短 絡 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 こ の 際 、 複 数 の 振 動 子 か ら な る 組 を 使 っ
て 駆 動 ・ 検 出 の ビ ー ム フ ォ ー ミ ン グ が 実 施 可 能 で 、 か つ こ の 振 動 子 の 組 を 一 つ ず つ ず ら し
な が ら 超 音 波 画 像 撮 像 の 走 査 を 行 な う こ と が で き る 。 こ の 図 は 、 プ ロ ー ブ の 素 子 数 が ６ ４
素 子 、 一 度 の ビ ー ム フ ォ ー ミ ン グ で 使 用 す る 振 動 子 の 数 が ８ 素 子 と し て 記 載 し て い る が 、
本 特 許 の 構 成 は 、 こ の 数 に 限 ら れ る も の で は な い 。
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【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ４ に 記 載 の プ ロ ー ブ の 素 子 数 が ６ ４ 素 子 で 、 一 度 の ビ ー ム フ ォ ー ミ ン グ で 使 用 す る 振
動 子 の 数 が ８ 素 子 の 場 合 を 具 体 例 と し て 説 明 す る と 、 コ モ ン 線 に つ い て は （ １ ， ２ ， ３ ，
４ ， ５ ， ６ ， ７ ， ８ ， ） ， （ ９ ， １ ０ ， １ １ ， １ ２ ， １ ３ ， １ ４ ， １ ５ ， １ ６ ） ， （ １ ７
,１ ８ ,１ ９ ， ２ ０ ， ２ １ ， ２ ２ ， ２ ３ ， ２ ４ ） ， （ ２ ５ ,２ ６ ,２ ７ ， ２ ８ ， ２ ９ ， ３ ０ ，
３ １ ， ３ ２ ） ， （ ３ ３ ,３ ４ ,３ ５ ,３ ６ ,３ ７ ， ３ ８ ， ３ ９ ， ４ ０ ） ， （ ４ １ ， ４ ２ ， ４ ３
， ４ ４ ， ４ ５ ， ４ ６ ， ４ ７ ， ４ ８ ） ， （ ４ ９ ， ５ ０ ， ５ １ ， ５ ２ ， ５ ３ ， ５ ４ ， ５ ５ ， ５
６ ） ， （ ５ ７ ,５ ８ ,５ ９ ， ６ ０ ， ６ １ ， ６ ２ ， ６ ３ ， ６ ４ ） が 短 絡 さ れ て お り ， シ グ ナ ル
線 に つ い て は （ １ ,１ ７ ， ３ ３ ， ４ ９ ） ， （ ２ ， １ ８ ， ３ ４ ， ５ ０ ） ， （ ３ ， １ ９ ， ３ ５
， ５ １ ） ， （ ４ ， ２ ０ ， ３ ６ ， ５ ２ ） ， （ ５ ， ２ １ ， ３ ７ ， ５ ３ ） ， （ ６ ， ２ ２ ， ３ ８ ，
５ ４ ） ， （ ７ ， ２ ３ ， ３ ９ ， ５ ５ ） ， （ ８ ， ２ ４ ， ４ ０ ， ５ ６ ） ， （ ９ ， ２ ５ ， ４ １ ， ５
７ ） ， （ １ ０ ， ２ ６ ， ４ ２ ， ５ ８ ） ,（ １ １ ， ２ ７ ， ４ ３ ， ５ ９ ） ， （ １ ２ ， ２ ８ ， ４ ４
， ６ ０ ） ， （ １ ３ ， ２ ９ ， ４ ５ ， ６ １ ） ， （ １ ４ ， ３ ０ ， ４ ６ ， ６ ２ ） ， （ １ ５ ， ３ １ ，
４ ７ ， ６ ３ ） ， （ １ ６ ， ３ ２ ， ４ ８ ， ６ ４ ） が 短 絡 さ れ て い る 。 た だ し 、 （ ） 内 の 数 字 は
振 動 子 を 端 か ら 数 え た 際 の 番 号 を 示 す 。 こ の 接 続 に よ り 、 従 来 は ６ ５ 本 必 要 だ っ た ケ ー ブ
ル は 、 ２ ４ 本 で 済 む こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 次 に ， 図 ４ に し た が っ て 超 音 波 プ ロ ー ブ に お け る 駆 動 ・ 検 出 の 手 順 に つ い て 説 明 す る 。
振 動 素 子 は ８ 個 単 位 の グ ル ー プ で 駆 動 ・ 検 出 動 作 を 行 な う も の と す る 。 ま ず は じ め に 信 号
線 1， ２ ， ３ ， ４ ， ５ ， ６ ， ７ ， ８ と コ モ ン 線 A（ １ ， ２ ， ３ ， ４ ， ５ ， ６ ， ７ ， ８ が 短 絡
さ れ て い る ） が 使 用 さ れ る 。 た だ し こ の 際 、 コ モ ン 線 Aに 加 え て コ モ ン 線 B（ ９ ， １ ０ ， １
１ ， １ ２ ， １ ３ ， １ ４ ， １ ５ ， １ ６ が 短 絡 さ れ て い る ） も 予 め 選 択 し て お き 、 A,B２ つ の
コ モ ン 線 を 使 用 す る 状 態 に な る よ う に マ ル チ プ レ ク サ を 切 替 え て お く 。 次 に 使 用 す る ８ 個
の 素 子 は 、 素 子 全 体 を １ つ 横 に ず ら し た グ ル ー プ で 、 信 号 線 は ， ２ ， ３ ， ４ ， ５ ， ６ ， ７
， ８ ， ９ ， コ モ ン 線 は A， Bを 使 用 す る 。 先 に 記 し た と お り ， 予 め コ モ ン 線 A,Bが 選 択 さ れ
て い る の で ， マ ル チ プ レ ク サ の 切 替 え に と も な う ノ イ ズ を 抑 え る こ と が で き ， 使 用 す る 信
号 線 を 変 更 す る だ け で 速 や か に ， 安 定 し た 送 受 信 が 実 現 で き る 。 す な わ ち 、 予 め コ モ ン 線
の 選 択 を 行 な っ て お く こ と が 可 能 で あ る た め ， 駆 動 ・ 検 出 の 際 に は 、 １ ス テ ッ プ で そ の 動
作 を 実 現 で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 使 用 す る 信 号 線 が ， ９ ， １ ０ ， １ １ ， １ ２ ， １ ３ ， １ ４ ， １ ５ ， １ ６ ま で 達 し た 時 点 で
は 、 使 用 す る コ モ ン 線 Aを C（ １ ７ ,１ ８ ,１ ９ ， ２ ０ ， ２ １ ， ２ ２ ， ２ ３ ， ２ ４ が 短 絡 さ れ
て い る ） に 切 替 え て 、 B,Cを 選 択 し た 状 態 に し て お く 。 つ ま り 、 マ ル チ プ レ ク サ の 切 替 え
を 予 め 行 っ て お く 訳 で あ る 。 こ う す れ ば 、 前 述 の と お り 、 信 号 線 １ ０ ， １ １ ， １ ２ ， １ ３
， １ ４ ， １ ５ ， １ ６ ， １ ７ を 使 う 際 に は 、 １ ス テ ッ プ で 速 や か に 、 安 定 し た 送 受 信 が 実 現
で き る 。 以 上 の よ う に 、 ８ 本 の 信 号 線 と １ 本 も し く は ２ 本 の コ モ ン 線 を 使 用 す る こ と で ８
個 の 振 動 子 を 一 つ づ つ ず ら し な が ら 、 速 や か に 、 安 定 し た 走 査 を 繰 り 返 す こ と が 可 能 と な
る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 以 上 の よ う に 本 手 法 で は 、 駆 動 ・ 検 出 回 路 の 数 を 削 減 す る た め に マ ル チ プ レ ク サ を 使 用
す る 。 た だ し 、 こ の マ ル チ プ レ ク サ は 、 コ モ ン 線 の 切 替 え だ け に 使 用 さ れ 、 切 替 え る チ ャ
ン ネ ル 数 を 大 幅 に 増 加 さ せ る こ と は な い 。 コ モ ン 線 や 信 号 線 が 一 部 短 絡 さ れ る こ と に よ り
、 ケ ー ブ ル の チ ャ ン ネ ル 数 や コ ネ ク タ の ピ ン 数 も 削 減 で き る 。 ま た 、 使 用 す る コ モ ン 線 の
接 続 切 替 、 お よ び 使 用 す る 信 号 線 の 組 み 合 わ せ に よ っ て 複 数 の 振 動 子 に よ る 送 受 信 の ビ ー
ム フ ォ ー ミ ン グ を 行 な う と と も に 、 そ の 振 動 子 の 組 を １ 振 動 子 づ つ ず ら し な が ら 走 査 す る
こ と を 実 現 す る 。 切 替 え は 、 シ ン プ ル ， 速 や か ， 安 定 で あ り 鮮 明 な 動 画 像 を 高 速 撮 影 す る
の に 適 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ れ に よ り 、 超 音 波 振 動 素 子 の 駆 動 に お い て 既 存 品 は 、 64個 の 素 子 を 切 り 替 え る ス イ ッ
チ が 必 要 で あ っ た が 、 例 示 の 装 置 は 、 16個 の 振 動 素 子 を 切 り 替 え る ス イ ッ チ と コ モ ン 8個
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を 切 り 替 え る ス イ ッ チ で 良 い た め 、 既 存 品 は ス イ ッ チ が 64ヶ 必 要 で あ っ た も の が 、 本 装 置
で は 、 24ヶ と 回 路 的 に も 小 型 化 、 低 価 格 化 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ の よ う に 、 超 音 波 振 動 素 子 駆 動 ・ 検 出 回 路 は 、 プ ロ ー ブ の 中 に 収 め ら れ た 多 数 の 超 音
波 振 動 素 子 と マ ル チ プ レ ク サ を 介 し て 接 続 さ れ て お り 、 多 数 の 素 子 を そ れ よ り も 少 数 の 駆
動 ・ 検 出 回 路 で 制 御 す る こ と が 可 能 で あ る た め 、 小 型 軽 量 な 装 置 を 安 価 に 構 築 で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
〔 フ ォ ー カ ス 回 路 〕
　 通 常 、 超 音 波 診 断 装 置 に お け る フ ォ ー カ ス 回 路 で は 、 多 く の 圧 電 素 子 で 受 信 し た 超 音 波
信 号 の 相 互 の タ イ ミ ン グ を 適 切 に 調 節 す る こ と で 、 エ コ ー 画 像 の 着 目 す る 位 置 に フ ォ ー カ
ス を 合 わ せ る 処 理 を 実 施 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ５ は フ ォ ー カ ス 調 節 の 模 式 図 で あ る 。 例 え ば 、 図 ５ (a)に お い て Ｏ ・ Ｐ を 音 源 （ 反 射
源 ） 、 Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ を セ ン サ と す る と 、 Ｏ ・ Ｐ か ら 発 せ ら れ た 超 音 波 は 、 僅 か な 時 間 差 を と
も な っ て Ｂ に 最 も 早 く 、 Ａ ・ Ｃ に は 少 し 遅 れ て 同 時 に 到 達 す る こ と に な る 。 こ の 時 Ｂ で 受
信 し た 信 号 を こ の 時 間 分 （ 遅 延 時 間 ＝ (Ｏ Ａ － Ｏ Ｂ )÷ 音 速 ） だ け 遅 延 さ せ 、 あ た か も 遅 れ
て 受 信 し た よ う に 考 え る と 、 （ b） 図 に 示 す よ う に Ｏ Ａ ＝ Ｏ Ｂ ’ ＝ Ｏ Ｃ の 関 係 を 成 り 立 た
せ る こ と が で き る 。 こ の 時 、 Ａ ・ Ｂ ’ ・ Ｃ で 受 け た 信 号 を 加 算 す る こ と で 元 の 信 号 の ３ 倍
の セ ン サ 値 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 し た が っ て 、 図 ５ (b)で は 、 Ｏ 点 に フ ォ ー カ ス が 定 ま っ て い る こ と に な る 。 た だ し 、 フ
ォ ー カ ス 点 （ Ｏ ） で は 鮮 明 な 画 像 が 得 ら れ る が 、 異 な る フ ォ ー カ ス 点 （ 例 え ば 図 ５ （ ｃ ）
の Ｐ ） で は 到 達 時 間 の 差 が 異 な る た め 図 の よ う な Ｏ Ａ ＝ Ｏ Ｂ ” ＝ Ｏ Ｃ の 関 係 は 成 り 立 た ず
に 不 鮮 明 と な る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 実 際 の 画 像 全 て に つ い て 正 し い フ ォ ー カ ス を 得 る に は 音 源 と セ ン サ の 距 離 に よ り 遅 延 時
間 を 変 化 さ せ な け れ ば な ら な い 。 従 来 の 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 こ の タ イ ミ ン グ の 調 節 に 通
常 ア ナ ロ グ の 遅 延 素 子 が 用 い ら れ る が 、 こ の 遅 延 時 間 は 、 素 子 の 電 気 的 特 性 に 依 存 し て １
つ に 定 ま る の で 、 画 像 上 の フ ォ ー カ ス を 合 わ せ た い ポ イ ン ト の 数 に 応 じ て 必 要 と な る 素 子
の 数 が 累 積 的 に 増 加 し て し ま い 回 路 が 大 規 模 に な っ た 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 例 示 の 装 置 に お い て は 、 こ の 遅 延 を 図 ６ の よ う な デ ジ タ ル 回 路 に よ り 行 う 。 各 セ ン サ の
ア ナ ロ グ 信 号 は 高 速 Ａ ／ Ｄ コ ン バ ー タ に よ り デ ジ タ ル 信 号 に 変 換 さ れ 、 そ れ を 一 端 シ フ ト
レ ジ ス タ に 保 存 す る 。 こ の シ フ ト レ ジ ス タ か ら デ ー タ を 読 み 出 す 際 の ア ド レ ス が 遅 延 時 間
に 対 応 す る 。 遅 延 時 間 の 最 小 単 位 は 高 速 Ａ ／ Ｄ 変 換 ・ シ フ ト レ ジ ス タ の ク ロ ッ ク に よ り 決
定 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 ５ （ b） の よ う に 複 数 の セ ン サ か ら の 信 号 を 加 算 し て 強 い 信 号 を 得 る の で あ る が 、 そ
の 際 加 算 す る デ ー タ は シ フ ト レ ジ ス タ か ら 選 択 す る 。 こ の デ ー タ は 最 適 な フ ォ ー カ ス を 得
ら れ る よ う 時 間 経 過 と 共 に シ フ ト レ ジ ス タ の ア ド レ ス を 変 更 し な が ら デ ー タ を 読 み 出 す 。
こ れ に よ り 常 に 近 く か ら 遠 く ま で フ ォ ー カ ス の 合 っ た 鮮 明 な 画 像 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 こ の よ う に 、 フ ォ ー カ ス 調 節 回 路 は 、 多 数 の 超 音 波 振 動 素 子 か ら 検 出 し た 超 音 波 の 反 射
信 号 を 高 速 ADコ ン バ ー タ で デ ジ タ ル 信 号 に 変 換 し 、 そ れ ぞ れ の 信 号 の タ イ ミ ン グ を デ ジ タ
ル 遅 延 に よ っ て 適 切 に シ フ ト す る こ と で 、 エ コ ー 画 像 に お け る 注 視 位 置 を 連 続 的 に 変 化 さ
せ な が ら 、 そ の 各 位 置 で の フ ォ ー カ ス を 精 細 に す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 複 数 の セ ン サ か ら の 値 が 足 し 合 わ さ れ た 信 号 は 、 時 間 と 共 に 正 負 に 大 き く 変 化 す る 時 系
列 信 号 と な る が 、 こ の 信 号 か ら 輝 度 情 報 を 獲 る た め 図 ６ の よ う に 、 ま ず 絶 対 値 処 理 に よ り
振 幅 成 分 を 取 り 出 し 、 さ ら に ロ ー パ ス フ ィ ル タ （ LPF） に 通 す こ と で 急 激 な 振 幅 成 分 の 時
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間 変 化 を 抑 え 、 視 認 し 易 い 輝 度 情 報 を 抽 出 し 、 メ モ リ に 記 録 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
〔 デ ー タ 通 信 回 路 〕
　 例 示 の 装 置 で は 、 本 体 と の デ ー タ 通 信 は パ ソ コ ン 標 準 の Ｕ Ｓ Ｂ ・ Ｌ Ａ Ｎ 等 の 高 速 通 信 を
使 用 し た 。 超 音 波 の 画 像 は 横 １ ２ ８ dot× 縦 ５ １ ２ dot× ８ bitで 構 成 さ れ 、 デ ー タ 数 は ６
４ Kbyteと な る 。 こ れ を Ｕ Ｓ Ｂ １ ． １ （ １ ２ Mbps＝ １ ． ５ Mbyte/sec） で 通 信 す る と 、 ２ ４
画 面 ／ 秒 と な る 。 超 音 波 画 面 と し て は リ ア ル タ イ ム の 動 画 と し て パ ソ コ ン 画 面 に 表 示 さ れ
る 。 Ｕ Ｓ Ｂ ２ ． ０ や １ ０ ０ baseＬ Ａ Ｎ を 使 用 す れ ば も っ と 高 速 転 送 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 こ の よ う に 、 デ ー タ 通 信 回 路 は 、 メ モ リ に 蓄 積 さ れ た 画 像 デ ー タ を デ ジ タ ル 信 号 の 時 系
列 と し て パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ に 劣 化 さ せ る こ と な く 転 送 し 、 そ の 際 に そ の サ イ ズ 、 解
像 度 、 転 送 速 度 を フ レ キ シ ブ ル に 設 定 す る こ と が で き る 。 ま た パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ か
ら 制 御 回 路 の パ ラ メ ー タ に 係 る 指 令 を 受 信 し 、 装 置 の 動 作 状 況 を 自 由 に 設 定 可 能 に す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
〔 制 御 回 路 〕
　 制 御 回 路 は 、 通 信 回 路 を 介 し て 装 置 制 御 に 関 す る パ ラ メ ー タ を 受 け 取 り 、 そ の パ ラ メ ー
タ に 準 じ て 超 音 波 振 動 素 子 駆 動 ・ 検 出 回 路 、 フ ォ ー カ ス 調 節 回 路 、 デ ー タ 通 信 回 路 を 制 御
す る 置 。
【 ０ ０ ４ １ 】
〔 計 測 ソ フ ト ウ ェ ア 〕
　 計 測 手 段 は 計 測 ソ フ ト ウ エ ア に よ っ て 構 成 す る 。 計 測 ソ フ ト ウ ェ ア は 、 操 作 者 と の イ ン
タ フ ェ ー ス を 果 た し 、 装 置 本 体 に 操 作 パ ネ ル な ど が な く て も 、 装 置 の パ ラ メ ー タ な ど を 調
節 可 能 と し 、 ま た 、 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ の ハ ー ド デ ィ ス ク を 利 用 し た デ ー タ や パ ラ メ
ー タ の 記 録 ・ 閲 覧 な ど の 利 便 性 を 高 め 、 ま た 画 像 デ ー タ の フ ィ ル タ リ ン グ 、 ヒ ス ト グ ラ ム
調 節 、 自 動 定 量 化 な ど の 画 像 処 理 機 能 を ソ フ ト ウ ェ ア の バ ー ジ ョ ン ア ッ プ に よ り 随 時 追 加
可 能 で あ る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 本 発 明 の 、 超 音 波 信 号 を 利 用 し た 皮 下 脂 肪 定 量 化 装 置 は 可 搬 性 が あ り 、 自 宅 や フ ィ ー ル
ド な ど で 使 用 が 可 能 で あ る こ と か ら 以 下 の よ う な 産 業 上 の 利 用 が 期 待 で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 美 容 外 科 、 エ ス テ テ ィ ッ ク サ ロ ン 、 お よ び 自 宅 な ど に お い て 、 脂 肪 や 筋 の 量 や 左 右 差 の
バ ラ ン ス を 観 察 す る こ と に よ り 、 ダ イ エ ッ ト 効 果 の 判 定 、 リ バ ウ ン ド 早 期 発 見 と 評 価 、 予
防 な ど を 行 な う こ と が で き 、 顧 客 の や る 気 の 継 続 、 処 方 の 説 得 効 果 の 増 大 に つ な げ る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 プ ロ 、 ス ポ ー ツ 施 設 、 フ ィ ッ ト ネ ス ク ラ ブ 、 ス ポ ー ツ 医 学 な ど の 分 野 に お い て 、 脂 肪 や
筋 の 量 や 左 右 差 の バ ラ ン ス を 観 察 す る こ と に よ り 、 ト レ ー ニ ン グ の 経 過 観 察 や 疲 労 評 価 、
怪 我 の 予 知 、 回 復 評 価 な ど を 行 な う こ と が で き る 。 教 育 的 指 導 を 行 な う 際 に も 、 視 覚 に よ
る 説 得 力 が 増 す 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 整 形 外 科 、 老 人 施 設 、 接 骨 院 、 カ イ ロ 、 お よ び 自 宅 な ど に お け る 脂 肪 や 筋 の 測 定 に よ り
、 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン の 効 果 測 定 、 経 過 観 察 な ど を 行 な う こ と が で き る 。 こ の 際 に デ ー タ
を 蓄 積 す る こ と で 、 年 齢 別 評 価 、 体 格 別 評 価 、 歩 行 能 力 や 生 活 肢 力 評 価 を 実 現 で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 本 発 明 は 、 超 音 波 診 断 装 置 、 超 音 波 信 号 を 利 用 し た 皮 下 脂 肪 計 測 装 置 に 利 用 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ７ 】
【 図 １ 】 装 置 の イ メ ー ジ 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 シ ス テ ム の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
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【 図 ３ 】 複 数 プ ロ ー ブ の 接 続 可 能 性 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 超 音 波 振 動 素 子 の 接 続 方 法 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 フ ォ ー カ ス 調 節 の 原 理 で あ る 。
【 図 ６ 】 フ ォ ー カ ス 調 節 回 路 の 構 成 で あ る 。

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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摘要(译)

要解决的问题：提供一种小型，轻便，易于操作且低成本的设备，该设
备可以使用个人计算机，而不是在医疗机构等特定设施，也可以在家中
等对皮下脂肪进行测量和定量。 要做。 本发明提供了一种小型轻量的超
声波探头，经由多路复用器连接到包含在探头中的超声波探头的超声波
探头驱动/检测电路以及检测电路。 聚焦调节电路，通过数字延迟使超声
波反射信号产生的回波图像在视觉上变得微妙；数据通信电路，将图像
信息传输到个人计算机，并将控制信号从个人计算机传输到控制电路，
以及超声波振动 它由控制元件驱动/检测电路，焦点调整电路和数据通信
电路的控制电路，以及在个人计算机上构建设备接口的测量软件组成。 
其中，到数据通信电路的驱动/检测电路被容纳在测量装置主体中。 [选
择图]图2
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